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（１）県内事業所における在宅就労事例の紹介 

．岐阜県における「働く」障害者の好事例 

これまで、県内における在宅就労に関する状況把握のための調査は、平成 10 年度 

の事業スタート時と、平成 18 年より 3 年間、独立行政法人高齢・障害者雇用支援機 

構における「在宅就業支援団体における就職支援推進事業」を受託・実施する中で２ 

度行ってきた｡  

それにより、県内には重度の障害者が「在宅」という形態で働いている企業が６社 

（含む、受傷後の復帰というケース２社）あることが判明し、以後、訪問並びに機関 

誌等の発送を通し、情報提供並びに啓発・広報に努めている。 

    残念ながら、今回の調査では、何故か一社からの回答しか得られなかった。しかし、 

これまで当法人が企業等との間に名立ち関わりをもった「在宅」における「就労／雇用」 

の事例は一名／一例ではあるが、その企業の障害者の就労に対する理解と積極的な受 

け入れ姿勢に加え、取り組みと管理システムにおいて大変参考になると思われるので、 

厚生労働省による「在宅就業支援団体における就職支援推進事業」の検討委員会委員 

として参加した時、取材等に関わりをもった独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構 

による「障害者の在宅雇用事例集」～就職支援ノウハウを活用して～より、同機構の 

掲載許可のもとに紹介する。 

 

 

  ※ 「在宅就業支援団体における就職支援推進事業」における 

「障害者の在宅雇用事例集」 

～就職支援ノウハウを活用して～ 

        作製 ： 独立行政法人 高齢・障害者雇用支援機構 

             〒105-0022 東京都港区海岸 1-11-1 

ニューピア竹芝ノースタワー 

http://www.jeed.or.jp/activity/education/download/zaitaku_jirei_03.pdf 
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＜企業へ就職のケース＞ 

働くまでの道のり 

 

Man to Man G Animo.com (株) 

林 映二 

＜岐阜県大垣市＞ 

脳性麻痺（障害者手帳 1 級)  

 

 就職して５年目になります。私は現在、Web 関係のエンジニアとして働いています。私がこ

うして働くようになるには、いろいろな壁があったように思います。その 1 つ 1 つの壁につい

て、自分なりに考え、それを実行してきました。また多くの人達に出会い、支えていただきま

した。時々、もし壁がなかったら（普通に就職していたら）、こんなに「働くこと」に価値があ

るとは思わなかっただろうなと思います。少し複雑な思いはしますが、今はこちらの道で良か

ったと考えています。 

 私の「働くこと」への道のりは、高校卒業後、国立吉備高原職業訓練リハビリセンターから

スタートします。そして、初めて社会の厳しさを知ったような気がします。訓練そのものは、

順調に進んでいましたが、やはり就職活動が思うようにはいきませんでした。当時はバブルが

はじけ、超就職氷河期と呼ばれていました。そのような中でも、一緒に訓練を受けていた仲間

の中には、面接や内定をもらう人もいて、面接の機会すらない私は、かなり落ち込みました。

景気や障害を、その原因にしたくはなかったし、それより自分なりに自分の可能性を信じてい

たように思います。 

 訓練センター終了後も、２～３年の間は、ハローワークに通い続けていましたが、どんなに

職安に通いつめても、面接の機会もありませんでした。 

そんなある日、ハローワークの担当者と企業との面接の交渉のやり取りを聞いていました。

ハローワークの担当者が「難しい」、「できない」という言葉を頻繁に使っているのに気づきま

した。「面接だけでもしてもらえれば・・・」という思いがありましたが、同時に、初めて自分

がコンピュータを使った仕事しかできないことに気づきました。 

電話の応対やコピーなどできるわけではなく、企業が私を雇う理由を考えてみると、自分の

ことながらわかりませんでした。それでも、自分にはコンピュータを使用した仕事しかないと

考え、コンピュータのスキルを高めることを意識するようになりました。 

 当時は、家にいることが多く、なかなか社会と接点が持てませんでした。そんな状況のなか

地元の知人から「福祉メディアステーション」を紹介されました。ここでの出会いは新鮮で、

社会との接点が少なかった私には、とてもいい刺激になりました。 

その後、「バーチャルメディア工房ぎふ」にも参加することもでき、初めて働くことができる

ようにました。それまでは、働きたくても、「働く」ってどんな感じだろうという疑問を何時も

持っていました。 

実体験を通し、もっと様々なことを向上させなければと、働くことの課題がより具体的にみ
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えてきたように思います。そして何よりも「働く＝就職」と決めつけてきた私にとっては、在

宅就労は新鮮な驚きで、「働くスタイルはい

ろいろあっていいんだな・・・」と、肩の

荷がおりたような気持ちでした。 

 就職へのきっかけも、「バーチャルメディ

ア工房ぎふ」からでした。工房では、気が

合う人たちばかりで心地よい環境だったの

で、就職の話が来たときは正直迷いました。

しかし、私は、これまで養護学校育ちで一

般の社会を知らないし、一度はチャレンジ

するべきだと考え、今の会社に入社するこ

とにしました。 

 現在では、業務の進捗管理や他の社員に技術的なアドバイス・指導などもやっています。ま

だまだ満足のいく仕事ができず、日々勉強だなと感じています。 

また会社では身体障害の他、精神障害の方もいて、自分の障害についても客観的に捉えるい

い機会となっています。 

 私は、働くことによって、工房のスタッフをはじめ沢山の人達と出会うことが出来ました。

中でも、工房の指導と支援によって運転免許証を取得したり、前々からの「夢」の一つでもあ

った親元を離れての一人暮らしも実現させることがてきました。そうしたお陰で、何よりも自

分が大きく成長できたと感じています。 

いろいろな壁などもありましたが、ふり返ってみれば、それもいい経験だったかなと思えて

きます。 

あの頃の課題はクリア出来ているかもしれませんが、今は今の新しい課題があります。その

課題を 1つずつクリアして、自分をより成長させていきたいと思います。 

 



10 

 

＜企業へ就職のケース＞ 

在宅就業との関わりについて 

株式会社 臼田工業 

服部 和弘 

＜岐阜県岐阜市＞ 

頸髄損傷による四肢麻痺（障害者手帳 1 級） 

 

19 歳の時、不慮の事故により頸椎損傷という障害を負ってしまいました。当時僕は、建築家

を目指し4年制大学に通う一年生でした。 

医師に、これから先一生歩けないと告

げられ、建築家になる夢を諦めた僕は、

少しでも自立に近づけられるよう、入院

生活のなかリハビリに励んでいました。  

症状も固定し、ある程度の日常生活を

おくれるようになり退院し、実家に戻る

ことになりました。 

入院中は、とにかくリハビリに専念し

ていたため、仕事のことは考えていませ

んでしたが、家に戻ってからは、次のステップとしてなにか自分に出来る仕事はないだろうか

と模索していました。 

知人から在宅の就業支援を行っている「特定非営利活動法人バーチャルメディア工房ぎふ」

を紹介され、相談に行きました。そこで僕は初めて在宅就業のことを聞き、これなら多少体に

不自由があっても、パソコンがあれば立派に働くことができるんだと思いました。当時、パソ

コンの操作すら分らないまったくの初心者だったので、まず基本的な操作や、word・excel な

どを講習会に行ったり、自主学習したりして、スキルアップするところから始めました。それ

からしばらくして、「バーチャルメディア工房ぎふ」の在宅就業登録ワーカーとして仕事させて

もらうことになりました。 

在宅就業の良いところは、自分が生活しやすいベストな環境である我家が、職場であるとい

うことです。生活しやすいということは、同時に仕事もしやすいということです。 

具体的にいうと、車椅子でも使えるトイレがあること、通勤時間がいらないこと、冷暖房機

器があり自分に適した室温で仕事ができること、外へ出ていく準備が必要最低限で済むことな

どがあげられます。今の時代、冷暖房機器がないところはほとんどないと思いますが、体温調

整にも障害がある頸椎損傷者は他の方と感じかたが異なり暑すぎたり寒すぎたりして、それに

よって体調を崩してしまうこともあります。 

それから、外へ出ていく準備とは、社会人として職場に行く場合には、それなりに正装して

いかなければなりませんが、着替えるのに人の何倍もかかったり、手に障害がある人は、ワイ

シャツのボタンやネクタイなどにすごく時間がかかったり、できない場合もあります。だから
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といって寝巻のままで良いということではなく、時間と着替えとに折り合いをつけ、自分に適

した服装で仕事に臨めるということです。 

こういったことは障害に起因することですが、表には非常に出にくい問題だと思います。な

ので、一般的には理解されず、障害当事者のただのわがままだと思われてしまっているかもし

れません。雇う側と雇われる側のお互いの十分な理解が必要不可欠だと思います。 

それから一つ問題になるのは、コミニケーションのことですが、メールや電話、Web カメラ

などを活用し、いつでも連絡を取り合うことのできるネットワーク環境があれば解決できると

問題だと思います。健常者と同じようにベストなパフォーマンスを発揮するために、働きやす

い環境であるというのは非常に大切なことだと思います。 

現在、僕は一般企業で仕事をしています。「バーチャルメディア工房ぎふ」の在宅ワーカーと

して得た知識と後押しをいただき、昨年の 12 月から正社員として働いています。労働形態は在

宅勤務ではなく、会社に通勤し、フルタイムで勤務しています。当初、在宅も含めた形での勤

務を希望していましたが、この会社ではそういった形態をとっておらず、システムも確立して

いないとのことでした。今まで会社勤めの経験もなく、さらに平日フルタイムでの勤務が体力

的にもどうなのかと、不安に思うことはありましたが、今の自分がどこまでやれるのか、そし

て新しい環境でチャレンジしてみたいという気持ちが強かったので、ここで頑張ってやってみ

ようと思いました。会社としても、「まずは自分の体を第一に考えて、これから続けていく中で

どうしても体力の限界を感じたときは、遠慮なくすぐに伝えてほしい」と、配慮をしてもらっ

ています。 

障害者(特に車椅子使用者)が一般の企業に就職する場合にまず第一の壁になってくるのが、会

社自体がバリアフリーに対応しているかどうかというところだと思います。幸い、僕の勤めて

いる会社は、全面的ではないものの、一部は車椅子で行き来できるようバリアフリーになって

いました。将来的には全面バリアフリーに対応させるよう、順次進めていただける予定になっ

ています。 

在宅勤務と会社通いの勤務の違いは、やはり環境の差が大きなポイントだと思います。在宅

では仕事場が自宅なので、どうしても気持ちが緩みがちです。また、ある程度時間に融通がき

くところはいいところですが、計画的に仕事を進めていくことが重要になってきます。 

一方、会社通いの場合は、周りに社員さんもいますし、適度な緊張感のなかで仕事ができま

す。仕事とそれ以外の時間がはっきり分かれているので、気持ちの切り替えもしやすいです。

あと、現場でしか学べないこともあったりします。 

就職して約 3 カ月ほど経ちましたが、今のところ大きなトラブルもなく順調にやっています。

仕事がある日は、夜早く寝るようにもなりましたし、体調管理には十分注意して、以前より規

律のある生活が送れています。 

まずは一般企業に就職するという目標が達成できたので、これからは新たな目標を決め、更

に個人スキルを磨いて、会社にとって居なくてならないような人材になっていけるよう、日々

努力していきたいと思っています。自分には障害があるからと壁を作ってしまわず、どんどん

前向きに挑戦していきたいです。そして、障害があっても働ける環境があれば十分にやってい

けるということを、社会的に認めてもらえるように、頑張っていきたいです。 
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＜独立のケース＞ 

生きる支え、働くこと 

 

スクラム企画 代表   

一本木 一裕（50 歳） 

＜岐阜県高山市＞ 

頸髄損傷による四肢麻痺（障害者手帳 1 級） 

 

 障害を負ったのは 1989 年、29 歳の時でした。入院中、指一本でも仕事につながるのではと

ノートパソコンを始めたのが、パソコンとの出会いでした。当時、職場にもようやくパソコン

が普及しはじめたばかりで、ノートパソコンもモノクロでしたが高価なものでした。 

 退院後、車椅子の身体では復職できず、仕事を失いました。社会から放り出されたやりきれ

なさがありました。けれど、できることをやるしかないと、入院中より覚えたパソコンでとい

うより、当初はワープロソフトの一太郎ぐらいしかできませんでしたが、我流でやっていまし

た。 

 そんななか、私を心配してくれる友人達が、会報誌などの版下作成の仕事を持ってきてくれ

るようになりました。ワープロ専用機よりは、パソコンでの版下作成の方が自由度が効き重宝

がられ、人の役に立てることの自己満足感と、自身のやりがいにつながっていきました。こう

いったことが仕事に結び付いていったことは、早くからパソコンを始めて良かったと思ってい

ます。 

 パソコンをやり始めた頃は、ノートパソコンからＩＢＭのＤＯＳのデスクトップパソコンで

ＤＴＰに取り組んでいましたが、いろいろ仕事をしていくなかで関係者もそうでしたが、ＤＴ

Ｐをやるならマッキントッシュが主流とのことで、また思い切ってパソコンを買い替えました。  

マッキントッシュで仕事をするようになると、これまで印刷所への入稿は紙版下ばかりだっ

たものがデータで入稿出来るようになり、さらに実際の現場に近づいてきたといった実感が持

てたとともに、やりとりをすることで社会の仕組みの中に関わっているという自信にもなって

いきました。 

 こうして、在宅でＤＴＰの仕事を続けることは出来ましたが、仕事は単発にしかないのが現

状でした。できれば企業に就職して、安定した収入が得られればありがたいのですが、この時

年齢がもう 40 歳近くで、車椅子の障害者を受け入れてくれる企業もないだろうとあきらめてい

ました。通勤のことを考えてもしかりです。社会人としては当たり前ですが、体調管理は障害

者には配慮がほしいところもあり、そんな甘えも聞いてもらえることも申し訳なく、就職も厳

しいと考えていました。 

 そんな中、「バーチャルメディア工房ぎふ」のワーカー募集がありました。重度障害者の在宅

就業を支援するＮＰＯ法人です。技術研修や業務管理といったことまで幅広く、在宅でインタ

ーネットを使って実際に仕事をいただきながら就業を支援するところです。私は幸い第 1 期の

ワーカーに採用され、さらに技術の向上を目指しました。工房に就職したということではなく、
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あくまでも支援機関ということであり、毎月給与が支給されるわけではありません。それでも、

いただいた仕事の報酬はあり、在宅での仕事の収入も少し増えました。 

 障害者にとってのテレワーク、在宅就業という就業形態は、通勤といった問題、介護・介助・

体調管理といった問題においてとても大きな利点があります。障害者のみならず、障害者を介

護している人や育児中の人など、インターネットや情報通信機器の活用で、テレワークは柔軟

な就業形態を作りだしています。この就業形態を多く企業・会社で取り入れてくれたらと願う

ばかりです。しかし、企業・会社の理解ある取り組みに期待するばかりでなく、国がテレワー

クに関する施策を法的に整備して、テレワーク導入をし易い環境を作ることも同時に進めてほ

しいと願います。 

 障害者の側も、雇用という形態で在宅就業に応えられるように、スキルアップする必要があ

ります。しかし重度の障害者が専門の技術を身につけることは容易ではありません。専門の学

校へ通うにしても、介助が必要な障害者には大変です。独学するしかありません。独学だけで

は実際の現場での経験が持てないために、即戦力とはなかなかいきません。 

 そういった障害者には、「バーチャルメディア工房ぎふ」が行っているｅ-ラーニングのよう

に、在宅でも学べる IT 技能や専門技術の習得が有効ではないでしょうか。また、仕事の現場を

知る人が実際に障害者の自宅まで訪ね、技術指導や仕事の現状や業界の状勢など説明するなど

のこともあったらいいのではないでしょうか。このようなことを障害者福祉の１つとして組み

入れてもいいかとも思います。 

 障害を負った当時、結婚なんてことを考えてもいませんでしたが、「バーチャルメディア工房

きふ」でワーカーとして仕事が少しずつ増え、少し希望が見えたことで結婚をすることができ

ました。その翌年には子どももでき、生活のためにより仕事を頑張らなくてはならなくなりま

したが、ただでさえ景気が厳しい中では、仕事の量は増えはしませんでした。 

 そんななか、地元で空き店舗対策と

起業家支援などの目的で、店舗入居の

募集がありました｡ 思い切って応募し、

選考の上入店が決まりました。仕事は、

在宅での延長のような仕事で、パソコ

ンを使ってのＤＴＰやデジタルプリン

トといった内容です。これまでの在宅

でのお客様のつながりや、商店街・地

域の方がお客様です。在宅就業とは違

う、お客様と直接対面しての個人の自

営業になります。「バーチャルメディア工房ぎふ」で習得した知識を生かし頑張っていま

すが、未だ経費を稼ぐのが精一杯です。けれど地域社会のちっちゃな歯車として、社会の

中に関わり、地域の中でごく普通に障害者が働いている姿を見てもらっているという充実

感があります。 

 在宅就業という形態が確立され、重度の障害者が在宅でも働くことができれば、社会とのつ

ながりと新たな役割を見いだせるのではないでしょうか。 


